
(5) 上宮津公民館だより 2022年 3月

日令和 3年度 第 74 優良公民館表彰

ゎめでとうございまず

マイ防災マップ作りとコミュニティ強化の村づくり

文
部
科
学
省

「公
民
館
を
中
心
と

し
た
社
会
教
育
活
性
化
支
援
プ

ロ
グ

ラ
ム
事
業
」
を
活
用
し
、
上
宮
津
地

区
公
民
館
が
自
治
連
合
会
、
地
域
会

議
と
連
携
し
て
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
チ
ー

ム
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
１６
年
の
台
風
２３
号
の
被
害
の

経
験
を
活
か
し
た
減
災
、
防
災
に
役

立

つ
地
元
住
民
に
よ
る
手
作
リ
マ
ッ

プ
が
完
成
し
ま
し
た
。

皆
様
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み

へ
の
熱
意
が
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
に
繋
が

っ
た
こ
と
に
対
す
る
評

価
で
す
。

お糞
」奪
参
二蔽
や、禁
だ
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2022年 3月 上宮津公民館だより (6)

マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
作
り
と

こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
の
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
ん
な
縁
も
あ
り
今
回
の
マ
イ

防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
は
大
学
の

専
門
的
な
分
野
の
協
力
を
得
る
こ

と
が
出
来
、
行
政
。大
学
・自
治
連

・

地
域
会
議
と

一
体
と
な
り
幅
広
い

支
援
を
受
け
る
中
で
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

各
区
公
民
館
や
集
会
施
設
等
１４

の
会
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式

に
よ
る
地
域
住
民
の
参
加
に
よ

っ

て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
通

し
た
身
近
な
情
報
が
デ
ー
タ
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
た
マ
ッ
プ
は
、
安

心
生
活
を
す
る
上
で
大
切
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

従

っ
て
、
今
回
の
文
部
科
学
大

臣
表
彰
は
単
な
る
地
図
作
り
の
み

が
評
価
さ
れ
た
の
で
な
く
、
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
行
政
。大
学
ら自

治
連
。地
域
会
議
な
ど
他

の
分
野

と
幅
広
く
連
携
し
た
地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
に
対
す
る
も
の
が
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
『
マ
イ
防
災

マ
ッ
プ
』

の
取
り
組
み
は
社
会
教

育
が
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

時
代
の
流
れ
は
社
会
生
活
の
多

様
化
と
な

っ
て
現
れ
、
自
治
会
組

織
や
公
民
館
活
動
を
始
め
、
地
域

の
行
事
等
人
々
が

一
堂
に
会
し
て

物
事
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た

こ
の
時
期
に
、

あ
ら
た
め
て
地
域
防
災
に
関
心
を

寄
せ
る
と
と
も
に
地
域
の
結
束
を

心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

２
月
４
日
に
令
和
３
年
度
全
国

優
良
公
民
館
表
彰
を
上
宮
津
地
区

公
民
館
が
受
賞
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の

「公
民
館
等
を

中
心
と
し
た
社
会
教
育
活
性
化
支

援
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
を
受
け
て

上
宮
津
地
区
全
体
で

『
マ
イ
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
』

の
取
り
組
み
が

主
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

・

取
り
組

み
を
し
た

の
が
平
成

２５
、

２６
年
度
で
し
た
か
ら
今
か
ら

８
年
前
に
な
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と

に
な

っ
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、　
一
つ
に
は
平
成
１６
年
に

体
験
し
た
台
風
２３
号
の
体
験
を
自

分
た
ち
が
将
来
安
心
し
て
過
ご
す

た
め
の
記
憶
と
し
て
残
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

台
風
は
今
か
ら
１７
年
前
の
平
成

１６
年
１０
月
に
襲
来
し
、
京
都
府
北

部
の
広
い
範
囲
が
激
甚
災
害
に
指

定
さ
れ
る
ま
で
の
大
き
な
被
害
が

で
ま
し
た
。

そ
の
後
、
河
川
や
田
畑
の
生
活

基
盤
の
災
害
復
旧
作
業
が
進
む
中
、

市
政
に
お
い
て
は
平
成
１８
年
以
降

か
ら
各
地
で
地
域
会
議
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
で

振
興
計
画
に
基
づ
く
独
自
色
の
あ

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

に
よ
り
上
官
津
地
域
振
興
計
画
に

基
づ
く
活
動
が
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

当
時
、
京
都
府
、
京
都
大
学
、

京
都
府
立
大
学
な
ど
が
丹
後
地
方

の
調
査
研
究
や
教
育
実
習

で
来

て
い
た
際
に
、
上
宮
津
地
区
公
民

館
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
際
に
里
山
整
備
や
防
災
林
の
保

全
等
、
防
災
上
の
山
林
の
必
要
性

ヽ



(7) 上宮津公民館だより 2022年 3月

各地区の公民館や集会所など 14会場でワークショップを行いました。

台風 23号を中心にこれまでの浸水被害や土砂災害の実態報告、危険個所や避難先

などの情報を出し合いました。

消火栓や安全な避難経路など地域の実情にあつたきめ細かい内容が出されました。

各ワーク

ショツプ会場

の様子

2030年 を目標に持続可能な社会の実現に向けた、

SDGsの 取 り組みが国際的に始まつています。

公民館は『子 どもから高齢者まで、自らが人生の主役として、他の人たちと一緒になって新

たな地域を創る』 ことを目標に一人一人の人権を基本とした活動を取 り組んでまいります。

これからも多世代交流型コミュニティの場としてご利用 ください。
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2022年 3月 上宮津公民館だより

各地区のワークショップで出された情報を基にして京都府立大学で地図にしました。

○近くの山や川の変化を見つけ、災害の発生を未然に予防しましょう。

○近所や知人に安否の連絡が取れるよう普段から準備をしておきましょう。

○早めの避難を心がけましょう。

(8)

″
==～

・ ‐
.._

●ヽ

苺 筆゙
「 =イ

,大ャ 7-=イ

ヽヽ

/＼ ′

`  
豪1.::==

ヽ、主ヽ

＼./ ■■:′ :・
′

¨
¨

:■:lt:=■…■■
|■iF,●1==.:‐ 1■

‐・
|■・●

=■'●

||― ‐ =■
,,`

鷲 .ゝ ・  |●  ●
`●

,マ・ フー ._~:
¨
¨

　̈
ｉ
　
　
．　
　
　
　
　

．　
　
　
　
　
　
　
蒻

〓
ふ
・
ヽ
ｒ
　
Ｆ

・〓　
・
〓
　
一
『

一
一ｔ
一
　
　
　
”榛

一一一一一一一一一鮮
〓
　
´
ず
一一

エ ア

ヽ

l<r rtI t{ilJ3r, t...,.

t`へ、、

,=1:■ ●  :‐

し
`り

`

●― ‐
:■r・

‐`― _・ .‐ ,‐
‐簗‐‐‐甕、

“
..=■ '

_●
||||||11‐

‐||:跨‐‐`
ヽ

｀`
・ _ヽ

｀
・.・.・. 1

一
‐
　

ヽ

・
メ

■
●

．″

一
　

ソ̈
〓

＝
一̈

聾 ■薔ユ

¨
=1ヽ

.

鰺  = ヽ

，

ノ
″ `―■ ■■

彗1,1■
■.

ヽ■|='1

=:I■
二「

=…■

　̈
・

１

■

¨
ｒ

．　̈
・̈一̈
¨̈
．̈
¨̈
一̈

〓一な一一一一一

憮 ′‐鷲 ‐

は́'

■ .‐

,1鷺

..,,“ ..`      .II=

¨̈̈

■

Ｉ
ｒ
・
　
　
　
　
　
　
　
一

´
■

、
′

′
′
　

一一
¨
一

一

ヽ
一
・

I:・奪 ~―
(‥

〓
―
一

≡
彙
一

■
■
一Ｔ

.■
Si:1■■

=

■
●

′ 繭

~~J「
―「´́ __

鵬ト
ヽ

一

ヽ
　

・

″
　

・

・‐~‐ ~「~~ヽ
_ヽ _ _

魔

1繭霧

‐||1魃 ‐‐嬌f‐
‐・~

,ヽ′ ●

に_

蓋 _1‐
‐
1卜

■‐
‐
驚Fl.‐  ｀

一‐

ヽ


